
1 

第 2 章 

DDGS 価格と経済的価値との「ずれ」 
 

DDGS の最大限の経済的価値を獲得し、DDGS を精密

栄養給与プログラムで使用するためには、価値というもの

をどのように定めるかということについての新しい考え方

が必要である。飼料原料から最も高い経済的価値を得る

上で最大の課題のひとつとなるものは、世界のコモディテ

ィ市場で購入価格を決めるために用いられる栄養分析の

種類と関係している。それらを動物用飼料の実際の経済

的価値を定めるために用いられる実際の栄養測定値と比

較する。エネルギー、アミノ酸およびリンは、動物用飼料の

栄養成分の中で最も高価な 3 種である。現在の飼料原料

コモディティ市場では、原材料の購入価格は粗タンパク質

と粗脂肪の最低保証値に基づいている。DDGS のような

原材料では、購入価格は「プロファット」含有率とよく呼ば

れる、DDGS に含まれるタンパク質と粗脂肪を合わせた

含有率に基づいている。粗繊維や水分、灰分、可溶性無

窒素物とともに、粗タンパク質、粗脂肪はいずれも、1865
年にドイツの Weende Experiment Station の

Henneberg と Stohmann によって初めて確立されて以

来、動物用飼料原材料の表示に広く用いられてきた近似

分析の成分である。このシステムは動物用飼料の異なる

化学特性を大まかに特徴付けするものだが、現在の動物

用飼料の調製に用いることは甚だしく不適切である。なぜ

なら、このシステムでは異なる動物種に用いられるエネル

ギーの量や割合の正確な情報が得られないだけでなく、

動物に必要とされるアミノ酸、リン、その他必須栄養素の

ような特定の栄養成分の量や可消化率も不明であるため

である。事実、トウモロコシと DDGS の粗タンパク質含有

率がリジン含有率とはほとんど相関していないことが研究

から明らかになっている（Cromwell ら、1999 年)。加え

て、Fiene らはアミノ酸の中には粗タンパク質や粗脂肪、

粗繊維が含まれた予測式を用いて、中程度の精度で予測

可能なものもある（イソロイシン、ロイシン、メチオニン、トレ

オニンおよびバリン）が、その他のアミノ酸（アルギニン、シ

スチン、リジンおよびトリプトファン）の予測は難しいことを

明らかにしている。従って、一般成分の分析が比較的シン

プルで費用のかからないものであっても、飼料原料の使

用可能エネルギーや可消化アミノ酸の含有量には極めて

不正確な判断指標であるため、動物栄養の専門家は動物

飼料の配合設計に粗タンパク質や粗脂肪を用いることは

ない。 

過去数十年にわたり、動物に給与する飼料原料の実際の

栄養価値を予測するための極めて正確な栄養測定方法

が開発されてきたが、その内容は大きく改善されてきた。

今日、動物飼料の調製は代謝エネルギー（ME）または正

味エネルギー（NE）に基づいて、また、可消化タンパク質

またはアミノ酸に基づいて行われている。 

 

さらに、豚および家禽用の飼料調製は可消化リンまたは

生体有効リンに基づいて行われている。最小限コストの動

物用飼料、すなわちコスト面で最も優れた飼料の調製は、

給与飼料の原料の正確な ME または NE、可消化アミノ

酸および可消化リンまたは有効リンの値を用い、こうした

高コストの必須栄養成分の最大または最小飼料濃度に制

約を設けることで行われる。従って、DDGS の価格を決定

するために用いられる分析方法は、動物用飼料を調製し、

経済的価値を決定するために用いられる計測値とは「ず

れ」がある。この「ずれ」はしばしば動物用飼料中の

DDGS の真の経済的価値を過小評価することにつなが

る。その結果として、DDGS はこれを配合することで完全

飼料が持つことになる実際の経済的価値よりも低い価格

で販売されることが多い。 

表 1 に示すように、「プロファット」含有量の一般的な方法

を用いて DDGS の栄養価値および経済的価値を評価す

ると、粗タンパク質と粗脂肪を高配合した（37.1 パーセン

ト）という理由から、大半の DDGS 購入者は最大の経済

的価値があるものとして、5 種類の DDGS の中から A を

選択することになる。さらに、栄養価値が低いとみて、大半

の DDGS 購入者は DDGS の B（プロファット 31.4 パーセ

ント）および C（プロファット 32.4 パーセント）に対しては値

引きを要求する可能性が高い。ところが表 2 から分かるよ

うに、生育-仕上期の豚の飼料では、実際には DDGS の

C の経済的価値が最も高く（$279/トン）、これに A（$266/
トン）と B（$252/トン）が続く。DDGS の D と E のプロファ

ット含有率はそれぞれ 2 番目（35.5 パーセント）と 3 番目

（34.4 パーセント）に高いが、これらの DDGS の実際の経

済的価値は 5 種類中最も低い。こうした結果は、DDGS
購入時に価格決定する上で、何故プロファット仕様を用い

るべきでないかを示す「現実世界」の例である。豚および

家禽用飼料に用いる DDGS を対象とした、正確な ME と
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SID アミノ酸予測式が開発されている（第 19 章および 20
章を参照のこと）現在ではなおのことである。 

NE 価については DDGS の製品 C は 2 番目であるが、

標準回腸消化（SID）メチオニン、トレオニンおよびトリプト

ファンの含有率は 5 種類の中で最も高く、こうした経済的

重要性を持つ栄養成分の組み合わせによって DDGS の

製品 C の経済的価値が最も高くなる。さらに、この例で

は、経済的価値が最も低い DDGS と最も高い DDGS と

の間には１トン当たり＄60 の開きがある。こうした価格の

開きは、様々な DDGS の真の経済的価値を見極めるた

めに「最新」のエネルギー・可消化アミノ酸予測式を採用

することで、DDGS バイヤーが最大の価値を得ることがで

きる大きなチャンスの存在を意味する。これは購入を検討

している DDGS の分析を研究所に依頼し、栄養専門家と

協力して予測式を用いて豚や家禽に給与する場合の実際

の ME 価と SID 含有量を評価し、競合する原料の現在価

格を使用して DDGS の「シャドープライシング」を行うこと

で実現する。 

この比較のもうひとつの重要な側面は、こうした「シャドー

プライシング」比較の実施時の DDGS のスポット市場価

格が＄182/トンであったということである。各 DDGS の実

際の経済的価値と市場価格とを比較すると、これら

DDGS のいずれについても、経済的価値はそれぞれを購

入するために支払われたであろう価格を＄37〜＄92/トン
上回っていた。こうした結果は、DDGS が今日の世界の飼

料原料市場で最も高い価値を持つ商品のひとつであるこ

とを示している。実際には、競合する原料の市場価格状況

によって異なるものの、豚用飼料として使用する場合の米

国産 DDGS の市場価格と経済的価値との「ずれ」によっ

て、実際の経済価値が実際の購入価格を$100/トンも上回

ることもある。加えて、豚用飼料の場合、米国産 DDGS の

中で最も価値の低いものと最も価値の高いものと間に、1
トンにつき＄90 もの経済的価値の差が存在する可能性も

ある。同様の差は牛以外の反芻動物や家禽、養殖のため

の飼料に含まれる DDGS の実際の経済的価値にもみら

れるが、こうした経済的価値の差は乳牛および肉牛用飼

料に用いられる DDGS の場合に最も大きくなる。結果とし

て、異なる DDGS 商品の間で実際の経済的価値にこうま

で大きな差が存在するということは、DDGS を動物用飼料

に用いる場合に、飼料コストを削減し、利益率を改善する

非常に大きな機会が存在することを意味する。しかしなが

ら、こうした価値の差を得るためには、動物種別の飼料調

製に用いる特定の DDGS について、ダイナミックかつ正

確な ME、NE、可消化タンパク質、可消化アミノ酸および

可消化リンの値を用いる以外に方法はない。 

 

 

 
表 1. 異なる 5 種類の市販米国産トウモロコシ DDGS の近似分析 
 A B C D E 
乾物 (%) 89.2 89.0 88.9 92.8 88.7 
粗タンパク質 (%) 29.6 25.7 26.6 27.5 25.7 
粗脂肪 (%) 7.5 5.7 5.8 8.0 8.7 
プロファット (%) 37.1 31.4 32.4 35.5 34.4 
粗繊維 (%) 6.9 6.7 6.7 7.2 7.1 
灰分 (%) 4.5 5.2 4.3 4.9 4.8 
出典：アイオワ州メーソンシティ所在 Nutriquest 社の Dr. Rob Musser 
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表 2. 生育‐仕上期豚用飼料に配合する 5 種類の市販 DDGS のエネルギー、標準回腸消化（SID）アミノ酸、有効リンの

含有値 1 
 A B C D E 
ME (kcal/kg) 3,237 3,073 3,180 3,182 3,001 
NE (kcal/kg) 2,302 2,190 2,278 2,256 2,141 
SID リジン (%) 0.58 0.65 0.63 0.60 0.45 
SID メチオニン (%) 0.48 0.49 0.58 0.46 0.42 
SID トレオニン (%) 0.79 0.80 0.86 0.76 0.62 
SID トリプトファン (%) 0.16 0.16 0.17 0.16 0.14 
有効リン (%) 0.60 0.69 0.65 0.70 0.66 
経済的価値 2 ($/トン) 266 252 279 240 219 
1 ME、NE および SID アミノ酸含有値は、化学組成に基づき、DDGS 専用に開発された予測式を用いて求めた。 
2 経済的価値は次の原材料価格（DDGS = $182/トン、トウモロコシ = $138/トン、大豆粕 = $343/トン)で、最小コスト調製ソフトウエアに

おいて「シャドープライシング」を用いて決定した。 
出典：アイオワ州メーソンシティ所在 Nutriquest の Dr. Rob Musser 

 

まとめ 
世界のコモディティ飼料市場は、飼料原料の価格を決定

するために粗タンパク質と粗脂肪の数値を使用し続けて

いるが、この方法では動物用飼料に含まれる DDGS の

実際の経済的価値を適切に把握することはできない。実

際には、他のほとんどの飼料原料と比較して、DDGS に

は豊富なエネルギーやアミノ酸、リンが含まれており、

DDGS の経済的価値を正確に決定することが難しい場合

が多い。というのも、DDGS の価格は、トウモロコシ粕・大

豆粕市場の価格競争によって決定されるため、動物種や

生産段階、飼料配合率、市場状況によって異なるものの、

メートルトン当たり通常$40 から＄100 過小に見積もられ

ている。新たに開発されたエネルギーと可消化アミノ酸の

式を用いることにより、栄養や飼料調製の専門家は様々

な飼料調製において「シャドープライス」を決定する時に正

確な値を得ることができる。DDGS の価格と実際の経済

的価値との間に存在する「ずれ」をなくすことで、最大限の

経済的価値を得て、供給元の異なる DDGS のばらつきを

管理し、エネルギーや栄養成分の過小または過大給与を

回避しようとするなら、購入者は不正確な DDGS の粗タン

パク質と粗脂肪含有量に頼るのではなく、この新たな方法

を採用すべきである。 
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